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１．総合計画とは

総合計画とは、将来、砂川市をどのような「まち」に
していくのか、そのためにどのようなことをしていくの
かを、総合的・体系的にまとめたものです。市の福祉や
都市計画、環境といったすべての計画の基本となるもの
で、まちづくりに関する活動は、すべてこの総合計画に
沿って行われます。

～総合計画は市の最上位計画～
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２．総合計画策定の基本的な考え方

（１）計画策定の背景と趣旨

本市は、昭和41年以来、この総合計画について、その時々
の時代背景や社会情勢の変化に対応しつつ、令和２年度
（平成32年度）まで６期にわたって「砂川市総合計画」を
策定し、まちづくりを進めてまいりました。

現在は、砂川市第６期総合計画に沿って、まちづくりが
進められています。
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２．総合計画策定の基本的な考え方

・少子高齢化と人口減少

・経済状況の変化

・安全・安心に対する意識の高まり

・環境意識の高まり

・高度情報社会の進展

～地方自治体を取り巻く

社会経済情勢の変化に対応～



市民懇談会

第７期総合計画

北海道砂川市

4

（２）計画の位置づけ

・「総合計画」を構成する「基本構想」について、議会の議決を
経て定めることが義務付けられていたが、平成２３年の地方自治
法改正により、義務付けが廃止された。

・今後も総合的かつ計画的にまちづくりを進めるため、引き続き
市の最上位計画として策定することとした。

～市が目指す将来への中長期的な

展望を示すまちづくりの基本方針～

２．総合計画策定の基本的な考え方
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（３）計画策定の視点

・新総合計画は、策定の過程はもとより、策定後も将来にわ
たって市民と行政が共有し続け、まちづくりの指針となるこ
とが大切であることから、５つの基本的な考え方に基づいて
策定。

① 将来人口を見据えた計画づくり

② 市民と協働による計画づくり

③ わかりやすい計画づくり

④ 「成果指標」を表した計画づくり

⑤ 社会経済状況を考えた計画づくり

２．総合計画策定の基本的な考え方



市民懇談会

第７期総合計画

北海道砂川市

6

① 将来人口を見据えた計画づくり

・「砂川市人口ビジョン」で掲げる将来目標人口

（市の独自推計）

令和４２年（2060年）～１０，３４３人

令和１２年（2030年）～１５，０７１人

２．総合計画策定の基本的な考え方
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将来目標人口（砂川市人口ビジョン）

２．総合計画策定の基本的な考え方
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② 市民と協働による計画づくり

市民と行政が一体となって、
情報を共有しあい、意見交換を
行いながら計画づくりに取り組
みます。

なお、策定の経過や内容などに
ついては、随時ホームページ等
で公開します。

２．総合計画策定の基本的な考え方
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③ わかりやすい計画づくり

市民とまちづくりの目標を共有しながら、協働のま
ちづくりを進めるために、各施策において、「施策の
目標（ねらい）」や「施策を実現するための基本的な
手段」などを掲げ、将来の砂川がどのようなことを目
指しているのかを明記した、わかりやすい計画づくり
に取り組みます。

２．総合計画策定の基本的な考え方
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④ 『成果指標』を表した計画づくり

各施策にまちづくりの「ものさし」となる「成果指
標」を設定し、計画に掲げたまちの姿にどのくらい近
づいたか、また、各事業の取り組みがどのように貢献
したかを計ることができる計画づくりに取り組みま
す。

２．総合計画策定の基本的な考え方
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⑤ 社会経済状況を考えた計画づくり

人口減少や税収入の減少など、地方自治体を取り巻
く環境が変化する中において、地域の活性化につなが
る計画とするため、今後の財政見通しや社会経済状況
などについて、検討を行いながら計画づくりに取り組
みます。

２．総合計画策定の基本的な考え方
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３．総合計画の概要

（１）計画の構成～三層構造

①基本構想

②基本計画

③実施計画

（２）計画の期間
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（１）計画の構成～三層構造

①基本構想
めざす都市像やまちづくりの

目標を明らかにし、これらを実
現 するための基本的な施策の
大綱（政策）を示す。

（２）計画の期間

１０年間

３．総合計画の概要
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（１）計画の構成～三層構造

②基本計画

基本構想で設定した将来目標

や、基本的政策を実現するため

に必要な施策や目標等を示す。

（２）計画の期間

１０年間

３．総合計画の概要
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（１）計画の構成～三層構造

③実施計画
基本計画で示された施策に基

づいて、事業内容や実施時期を
明らかにした行財政運営の指針
とするもの 。

（２）計画の期間

１次、２次は３年間

３次は４年間

３．総合計画の概要
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４．総合計画の策定スケジュール

第７期総合計画の策定にあたり、
今年６月に砂川市総合計画審議会を
設置し、市長からの諮問を受け、策
定作業に取り組んでいます。

市民との協働のまちづくりを進め
るため、市民の皆様からの意見を広
く求めるため、意見反映の機会をつ
くる様々な取り組みを行っていま
す。
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会長 其田 勝則（砂川商工会議所会頭）
副会長 岡本 昌昭（社会福祉協議会会長）

総合計画審議会委員名簿

１号委員
学識経験を有する者

２号委員
公共的団体の代表者

３号委員
その他市長が必要と認める者
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５．これまでの取り組み

１ 市民意識調査（６月～７月実施）

・市民アンケート

・看護学生アンケート

・高校生アンケート

・中学生アンケート

２ 市民意見の募集（６月～７月実施）

３ 子どもワークショップ

（７月～８月に３日間実施）
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１ 市民意識調査（６月～７月実施）

○ 市民アンケート

１８歳以上の市民を対象に、１８歳以上人口の約１割

1,500人

〇 看護学生アンケート 93人

○ 高校生アンケート

砂川高校の全学年 283人

○ 中学生アンケート

砂川中、石山中の３年生 133人

５．これまでの取り組み
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市民アンケートの結果について

○ 市民アンケート

配付数 1,500通

回収数 598通

回収率 39.9％

○ まちづくりに対する満足度・重要度について

今回の市民アンケートでは、第６期総合計画でのまち

づくりに関する61項目について、現在の満足度と今後の

重要度をお聞きしました。

５．これまでの取り組み
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市民アンケート結果について（まちづくりの満足度）

順位 ポイント

1 消防・救急体制の充実 3.83 2 3.73
2 ごみの減量化やリサイクル 3.76 3 3.71
3 良質な水道水の安定供給 3.67 4 3.70
4 公共下水道の整備 3.62 1 3.76
5 医療体制の充実 3.46 6 3.45
6 環境汚染などを防ぐ公害対策 3.45 14 3.14
7 河川などの災害を未然に防ぐ環境整備 3.37 5 3.53
8 緑化の取り組みによる美しい景観づくり 3.35 7 3.39
9 健康づくり事業など保健活動の推進 3.33 10 3.28
10 図書館などの学習施設の充実 3.30 9 3.29
10 国民健康保険制度の充実 3.30 12 3.19

順位

満足度の高い項目

項目 ポイント
H28
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順位 ポイント

1 商店街の活性化と中心市街地のにぎわい 2.34 1 2.13
2 雇用の確保・拡大と労働環境の充実 2.63 2 2.37
3 空き家・空き地対策 2.65 - -
4 冬道の除雪状況 2.74 5 2.70
5 地元企業の育成と活性化及び新規企業の誘致 2.76 3 2.53
6 砂川の知名度アップ 2.78 4 2.64
7 外国人に対応した環境整備 2.82 - -
8 公共交通機関(バス・鉄道)の利用のしやすさ 2.85 7 2.84
9 観光産業の発展やイベントの充実 2.92 8 2.87
10 婚活支援の推進 2.94 - -

順位

満足度の低い項目

項目 ポイント
H28

市民アンケート結果について（まちづくりの満足度）
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市民アンケート結果について（まちづくりの重要度）

順位 ポイント

1 冬道の除雪状況 4.44 1 4.36
2 医療体制の充実 4.31 2 4.28
2 消防・救急体制の充実 4.31 6 4.19
4 地震や風水害などへの防災対策 4.30 13 4.05
5 高齢者福祉の充実 4.26 7 4.19
6 交通安全対策 4.22 8 4.15
7 良質な水道水の安定供給 4.19 11 4.10
8 買物の便利さ 4.18 12 4.07
9 後期高齢者医療制度の充実 4.13 15 4.01
10 雇用の確保・拡大と労働環境の充実 4.11 3 4.25
10 生活道路の整備状況 4.11 21 3.95
10 商店街の活性化と中心市街地のにぎわい 4.11 4 4.22

順位

重要度の高い項目

項目 ポイント
H28
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市民アンケート結果について（まちづくりの重要度）

順位 ポイント

1 外国人に対応した環境整備 3.37 - -
2 砂川SAｽﾏｰﾄｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞの利便性の向上 3.43 - -
2 婚活支援の推進 3.43 - -
4 公営住宅の整備状況 3.55 4 3.48
5 スポーツ活動への支援 3.58 3 3.50
5 芸術や文化に親しむ施設や機会の充実 3.58 1 3.50
5 情報通信ネットワーク環境の充実 3.58 2 3.50
8 緑化の取り組みによる美しい景観づくり 3.59 9 3.63
9 地域コミュニティ活動に必要な環境整備 3.60 6 3.55
10 市民参加による、まちづくりの推進 3.64 12 3.67
10 公園などの整備や利用のしやすさ 3.64 8 3.62
10 生涯学習の充実 3.64 7 3.60

順位

重要度の低い項目

項目 ポイント
H28
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市民アンケート結果について（あなたが望む砂川の将来像）

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

いつでも安心して医療が受けられるまち

産業（農業、工業、商業）が盛んなまち

高齢者や障がい者などにやさしい福祉のまち

犯罪が少なく治安のよい安心なまち

災害に強く安全に暮らせるまち

出産や子育てがしやすいまち

コンパクトで暮らしやすいまち

緑や花、公園を大切にする快適なまち

観光資源を活かし多くの観光客が訪れるまち

道路・下水道など都市基盤が整備されたまち

消防・救急機能が充実したまち

環境美化が行き届いたきれいなまち

まち並みが美しく良好な景観が形成されたまち

健康づくりに積極的なまち

Ｗｉ－Ｆｉ等ＩＴ環境が整備されたまち

教育や芸術、文化の充実したまち

スポーツ・レクリエーションが盛んなまち

外国人と一緒に暮らせるまち

その他

無回答

37.1%

32.1%

30.6%

29.9%

24.7%

23.1%

20.6%

14.9%

13.4%

10.7%

10.5%

9.7%

6.7%

6.7%

5.7%

3.8%

3.7%

1.3%

2.8%

1.5%
（回答者数598人中）
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○ テーマ 『砂川市がめざす まちの姿』

○ 募集方法

・郵便、ファックス

・Ｅメール

・意見箱（地域交流センター、公民館に設置）

２ 市民意見の募集（６月～７月実施）

５．これまでの取り組み
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○ テーマ 『考えてみよう これからのすながわ』

○ 内 容

・見てみよう「わたしたちのまち」

・考えてみよう「砂川のよいところ、

よくないところ」

・発表してみよう「将来の砂川について」

３ 子どもワークショップ（７月～８月に３日間実施）

５．これまでの取り組み
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